
第
二

節
　
横
浜
隣
接
五
郡

一

　
宿
駅
と
町
場

横

浜

周

辺

の

宿

駅

こ

こ

で
は
、

前
節
で
、

農
業
形
態
に
よ
っ

て
三
つ

に

大
別
し
た
地
域
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い

て
、

さ
ら
に

立
ち
入
っ

て

検
討
す
る
。

相
模
・

武
蔵
四
郡
地
域
の

な
か
で
、

開
港
と
、

そ
れ
に

よ
っ

て

始
ま
っ

た
維
新
の

動
乱
と
の

影
響
が
ま
ず
あ
ら
わ
れ
る
の

は
、

東

海
道
・

甲
州
街
道
筋
の

駅
村
で

あ
る
。

し
か
し
、

東
海
道
筋
で

発
生
し
た
生
麦
事
件
な
ど
の

外
国
人
殺
傷
事
件
は
、

そ
の

大
き
な
政
治
的
影
響
に

も

か
か
わ
ら
ず
、

地
域
住
民
に

直
接
関
わ
る
も
の

で
は
な
か
っ

た
。

維
新
の

動
乱
が
、

地
域
住
民
の

生
活
を
ゆ
り
動
か
し
た
の

は
、

慶
応
二

年
（
一

八

六
六

）、

幕
府
が
第
二

次
長
州
征
討
の

準
備
を
す
す
め
る
な
か
で

起
こ
っ

た

諸
物
価
の

高
騰
を
も
っ

て

最
初
と
す
る
。

こ

の

物
価
騰
貴
に

よ
る
生
活

窮
迫
に

よ
っ

て
、

江
戸
・

横
浜
に
近
い

東
海
道
駅
で
、

同
年
五
、

六
、

八
月
に

打
ち
こ

わ
し
が
発
生
し
、

同
じ
こ

ろ
、

多
摩
郡
一

帯
、

甲
州
街
道
筋

に

広
が
る
武
州
騒
動
が
起
こ
っ

た
（『
資
料
編
』10

近
世
（7）
六
三
三

）。

打
ち
こ

わ
し
は
、

ま
ず
五

月
二

十
三

日
、

品
川
・

川
崎
宿
で

起
こ
っ

た
が
、

そ
の

主
体
は
借
家
人
で

あ
っ

た
。

八
月
二

十
九
日
の

藤
沢
宿
の

場
合

（『
資
料
編

』10

近
世
（7）
六
四
三

）
も
、

打
ち
こ

わ
し
の

頭
取
二

人
は
、

い

ず
れ
も
借
家
人
、

そ
の

他
逮
捕
者
も
、

借
家
人
ま
た
は
「
地
借
」
人
で
、

こ

こ

で

は
彼
ら
の

職
業
も
判
明
し
て

い

る
。

す
な
わ
ち
、

大
工
・

左
官
・

木
挽
・

鳶
人
足
・

旅
籠
屋
・

居
酒
屋
・

刻
煙
草
渡
世
・

農
業（
一

人
は
持
高
三

石

）

等
で
、

打
ち
こ

わ
さ
れ
た
側
は
、

持
高
五
八
石
の

高
持
で

薬
種
・

荒
物
渡
世
を
兼
ね
る
年
寄
役
の

家
を
は
じ
め
、

農
間
升
酒
・

搗
米
、

あ
る
い

は
雑

穀
渡
世
な
ど
を
営
む
六
戸
で

あ
っ

た
。

こ

の

打
ち
こ

わ
し
に
は
、

右
の

逮
捕
者
の

ほ
か
、

「
名
前
不
存
も
の

多
人
数

」
が
参
加
し
て
い

る
が
、

明
治
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四
年
現
在
、

藤
沢
駅
の

う
ち
西
村
住
民
の

職
業
構
成
（
表
一

－

二

）
か
ら
、

打
ち
こ

わ
し
の

原
動
力
と
な
っ

た
社
会
階
層
の

存
在
が
確
認
で

き
る
。

藤
沢
駅
西
村

の

職
業
構
成

藤
沢
駅
は
、

行
政
区
画
と
し
て
は
、

大
小
区
制
の

下
で
は
境
川
を
隔
て

て
、

高
座
郡
に

属
す
る
部
分
と
鎌
倉
郡
に

属
す
る
部
分
と

に

分
か
れ
、

正
式
に

は
、

高
座
郡
大
久
保
町
、

坂
戸
町
を
も
っ

て

藤
沢
駅
と
す
る
。

し
か
し
、

幕
末
に

は
郡
境
を
こ

え
て
、

事
実

上
一

つ

の

町
と
な
っ

て
い

た
。

後
に
一

八
八
八
（
明
治
二

十
一

）
年
十
二

月
十
四
日
、

市
町
村
制
発
布
に

あ
た
り
、

両
郡
の

諸
町
が
共
同
し
て

県
に

提

出
し
た
「
一

駅
内
各
町
合
併
郡
境
変
更
願
」
（
青
木
四
郎
家
文
書
）
に

よ
れ
ば
、

高
座
郡
・

鎌
倉
郡
そ
れ
ぞ
れ
に

属
す
る
諸
町
は
、

「
境
川
ト
唱
ル

一

小
川
ヲ

以
郡
ノ

境
ト

為
ス

ト
雖
ト
モ
、

旧
時
ハ

一

駅
相
通
シ

駅
務
ヲ

弁
シ
、

区
別
ア

ル

事
ナ
ク
況
ン

ヤ
、

街
衢
相
連
、

商
肆
櫛
比
連
担
、

農
家
ト
モ

又
相
接
シ
、

自
然
一

区
域
ト
ナ

リ
、

世
人
藤
沢
駅
名
ア

ル

ヲ

知
リ
、

村
名
ア

ル

ヲ

知
ラ
サ
ル

モ

ノ

多
キ
ニ

居
リ
…
…
民
情
風
俗
等
毫
モ

異
ナ
ル

ナ
ク

」

云
々

と
い

う
状
態
で

あ
っ

た
。

な
か
で
、

西
村
（
の

ち
に

西
富
町

）
は
、

元
来
、

石
高
一

〇
五
石
余
、

田
四
町
八
反
、

畑
一

七
町
四
反
余
の

農
村
で

あ

っ

た
が
、

明
治
四
年
の

総
戸
数
一

四
六
戸
の

う
ち
、

六
七
㌫
は
、

他
所
か
ら
来
て

西
村
に

居
住
す
る
に
い

た
っ

た
借
地
（
宅
地
の

）・
借
店
人
が
占
め
て

い

る
。

こ

れ
に

と
も
な
い
、

農
家
の

過
半
（
三

七
戸
）
は
、

こ

れ
ら
の

者
に

宅
地
あ
る
い

は
店
を
貸
す
地
主
ま
た
は
大
家
に

な
っ

て
お
り
、

と
く
に

ぬ

き
ん
で

て
い

る
一

戸（
戸
長

青
木
勝
蔵
家
）
は
、

こ

の

村
唯
一

の

太
物
商
を
営
み
、

宅
地
を
一

五

人
に

貸
し
、

他
に
一

二

人
の

店
子
を
持
っ

て

い

る
。

し
か
し
、

農
家
の

な
か
で

も
、

日

銭
稼
ぎ
や
零
細
な
賃
仕
事
に

従
事
す
る
者
も
多
く
み
ら
れ
、

階
層
分
化
が
進
ん
で

い

る
こ

と
が
わ
か
る
。

こ

こ

で

は
農
業
は
す
で

に

副
次
的
か
つ

自
給
的
な
産
業
に

な
っ

て

し
ま
っ

て
い

る
。

こ

こ

に

は
、

駕
籠
舁
・

日

雇
稼
・

駄
賃
稼
・

賃
仕
事
洗
濯
を
業
と
す
る
家
二

五

戸
（
う
ち
農
間
稼
ぎ
一

一

戸

）
の

ほ
か
莨
切
渡
世
・

箸
削
り
渡
世
・

箒
作
り
渡
世
・

綿
打
ち
渡
世
・

按
摩
な
ど
、

明
ら
か
に

零
細
な
自
営
業
者
が
多
数
存
在
し
て
い

た
。

さ
ら
に
、

彼
ら
の

日

常
的
な
需
要
を
対
象
に

し

た
諸
業
種
、

医
者
の

う
ち
借
店
の
二

家
（
う
ち
一

戸
は
鍼
医

）、

借
店
の

習
字
の

先
生
を
は
じ
め
、

薬
湯
渡
世
・

古
着
売
買
渡
世
・

煮
豆
屋
・

餅
菓
子

屋
・

青
物
渡
世
等
々
、

お
よ
び
彼
ら
に

主
食
を
斗
売
り
し
、

慶
応
二

年
の

米
価
騰
貴
時
に
は
打
ち
こ

わ
し
の

対
象
と
な
っ

た
穀
物
渡
世
・

雑
穀
・

芋

©神奈川県立公文書館



表1－2　明治4年（1871）現在藤沢駅西村（鎌倉郡）の職業別戸数

注　1　明治4年5月「伍長規則証　西村」（青木四郎家文書）より作成。
2　ここで借地とは宅地の借地をいう。

3　表中「無職」の大部分は，いわゆる「鰥寡孤独」の家である。また，大工職などの業
種は，必ずしも零細な職人とばかりはいえない。大工職のうち借店の一戸大貫兵吉家
は，後年（1880年）鎌倉郡の同業者中最大の稼ぎ高をあげている棟梁である。
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図1－1　藤沢駅地図（1890年） 建設省国土地理院

家内作業中の煙草屋 『続巻　写された幕末1』より
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渡
世
が
存
在
す
る
。

こ

の

よ
う
な
、

米
価
な
ど

諸
色
の

高
騰
が
、

直
ち
に

生

活
困
難
を
も
た
ら
す
そ
の

日

暮
ら
し
の

労
働
者
、

零
細
な

職
人
・

商
人
ら
の

存
在
が
、

藤
沢
駅
と
ほ
ぼ

同
規
模
の

戸

口

を
有
す
る
他
の

東
海
道
宿
駅
－
神
奈
川
・

保
土
ケ

谷
・

川
崎
・

戸
塚
－

に

も
共
通
し
て
い

た
と
す
れ
ば
、

慶
応
二

年
の

打
ち
こ

わ
し
が
、

こ

れ
ら
の

宿
駅
で

連
鎖
的
に

起
こ
っ

た
こ

と
を
理
解
で

き
る
（
表
一

－

三

）。

や
や
後

の

数
字
で

あ
る
が
、

一

八
七
七（
明
治
十
）
年
現
在
、

藤
沢
駅
の

戸
口

は
、

一

一

九
六
戸
、

五

六
八
九
人
で
、

横
浜
周
辺
五

郡
で
、

こ

の

程
度
の

戸
口

を
も
つ

町
場
は
、

三

崎
町
・

城
ケ
島
村
・

浦
賀
町
な
ど
の

漁
村
を
別
と
す

れ
ば
、

右
の

四
つ

の

東
海
道
宿
駅
が
あ
る
の

み
で

あ
っ

た
。

橘
樹

郡
二

子

村
・

溝
ノ
口

村

し
か
し
、

横
浜
周
辺
五

郡
の

な
か
に

は
、

右
の

ほ
か

い

く
つ

か
規
模
の

小
さ
い

町
場
が
存
在
し
て
い

た
。

矢
倉
沢
往
還
の

橘
樹
郡
二

子
村
・

溝
ノ

口

村
な
ど
が
そ
の
一

例
で

あ
る
。

図1－2　二子村・溝ノ口村地図（1885年） 建設省国土地理院

表1－3　東海道宿駅にお

ける戸数

注1878（明治11）年『神奈川県治一
覧表』により作成（1877年1月1

日現在）

©神奈川県立公文書館



矢
倉
沢
往
還
は
、

東
京
渋
谷
か
ら
出
て
、

多
摩
川

を
越
え
て

橘
樹
郡
二

子
村
に

い

た
り
、

溝
ノ

口

村
・

長
津
田
村
を
通
り
下
鶴
間
村
で

相
模
野
を
横
断
し
、

厚
木
町
・

伊
勢
原
村
・

曽
屋
村
・

岡
本
村
を
経
て

矢

倉
沢
村
か
ら
足
柄
峠
を
駿
河
に

抜
け
る
街
道
で
、

大

山
詣
り
や

富
士
詣
が
、

し
ば
し
ば
利
用
し
た
脇
往
還

で

あ
る
。

ま
た
、

後
述
す
る
よ
う
に
、

慶
応
三

年

（
一

八
六
七
）
十
二

月
十
四
日
、

三

田
薩
摩
藩
邸
を

発
し
た
浪
士
三

一

人
（『
資
料
編

』10

近
世
（7）
六
五
七

）

は
、

な
ぎ
な
た
・

槍
・

鉄
砲
を
持
っ

て

途
中
か
ら
こ

の

往
還
を
通
り
、

鶴
間
村
一

泊
の

の

ち
厚
木
町
を
経

て

愛
甲
郡
下
荻
野
村
荻
野
山
中
陣
屋
に

い

た
っ

て
い

る
。

脇
往
還
の

た
め
、

東
海
道
と
違
っ

て

幕
府
の

取

締
り
が
弱
く
幕
末
に
は
武
器
を
持
っ

た
浪
士
の

通
行

さ
え
可
能
だ
っ

た
の

で

あ
る
（
と
く
に

鶴
間
村
出
発
の

際
は
馬
一

五
疋
を
徴
発
し
て
い

る

）。

一

八
七
八
（
明
治

十
一

）
年
現
在
村
別
荷
車
台
数
（
農
業
用
荷
車
を
含
ま

表1－4　橘樹郡のうち溝ノ口村ほか17か村の職業構成1873（明治6）年

注　1　（　）はうち農業兼業の戸数。

2　＊子母口村は寺領上知分のみ。

3　二子村のみ明治5年現在，他は6年2月又は5月。

4　（1）は「数目調書」により作成。（2）は1874年4月「田畑反別戸数人員其他総計簿，第5
区」により作成。（3）（4）は1878（明治11）年「諸営業数目録5大区」より作成。
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な
い

）
の

多
さ
は
、

幕
末
以
来
の

矢
倉
沢
・

中
原
往
還
に

お
け
る
物
資
運

輸
の

繁
栄
を
う
か
が
わ
せ
る
。

橘
樹
・

都
筑
郡
内
の

矢
倉
沢
往
還
沿
い

村

村
の

な
か
で

は
、

溝
ノ

口

村
が
最
大
の

町
場
を
な
し
、

こ

れ
に
二

子
村
は

ほ
と
ん
ど
連
接
し
て
い

る
。

一

八
七
四
年
四
月
現
在
で
、

溝
ノ

口

村

戸

数
一

三
三

戸
、

人
員
七
二

二

人
、

二

子
村
戸
数
八
八
戸
、

人
員
四
九
三

人

（
一

八
七
四
年
四
月
「
田
畑
反
別
戸
数
人
員
其
他
総
計
簿
　
第
九
区
」、

筑
波
大

学
蔵

田
村
家
文
書
）。
前
掲
東
海
道
宿
駅
に

比
す
れ
ば
、

一

〇
分
の
一

程
度

の

規
模
で
、

近
隣
農
村
と
比
べ

て

戸
数
が
特
に

多
い

わ
け
で
は
な
い
。

し

か
し
、

こ

の

二

か
村
は
、

農
家
が
総
戸
数
の

半
ば
に
止
ま
り
、

農
家
割
合
が

七
三

－
九
〇
㌫
に

お
よ
ぶ

近
隣
農
村
と
明
ら
か
に

異
っ

た
町
場
の

様
相
を

示
し
て
い

る
。

こ

の

職
業
別
区
分（
表
一

－

四

）
で

は
、

日

雇
稼
・

駄
賃
稼

は
ほ
と
ん
ど
調
査
さ
れ
て

お
ら
ず
、

ま
た
二

子
村
で

は
農
間
稼
ぎ
か
否
か

が
不
明
で

あ
る
。

し
か
し
、

二

子
村
・

溝
ノ

口

村
に
は
、

と
く
に

後
者
で

の

借
家
数
や
荷
車
・

人
力
車
数
の

多
さ
か
ら
、

表
に
は
掲
げ
ら
れ
て

い

な

い

駄
賃
稼
・

車
夫
等
の

存
在
を
う
か
が
い

う
る
。

さ
ら
に

工
・

商
・

雑
の

内
訳
を
み
る
と
（
表
一

－

四
・

一

－

五

）
宿
駅
の

特
色
で

あ
る
、

喰
物
飯
店

・

料
理
休
泊
所
・

菓
子
商
・

湯
屋
な
ど
の

諸
業
の

ほ
か
、

下
駄
職
・

草
履

傘職 『続巻　写された幕末1』より
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作
り
・

足
袋
職
・

煙
草
刻
み
職
・

傘
職
な
ど
、

周
囲
の

農
山
村
で

産
す
る
原

料
を
加
工
す
る
職
人
に

よ
る
小
規
模
な
手
工
業
や
、

同
じ
く
周
村
の

農
産
物

（
米
・

菜
種
・

大
豆
・

茶
な
ど

）
を
用
い

た
酒
造
・

絞
油
・

醤
油
製
造
・

製
茶
業

が
存
在
し
て
い

る
。

表
一

－

五
と
一

－

六
を
照
合
す
る
と
、

た
と
え
ば
二

子

村
に

傘
職
四
人
が
い

て
、

溝
ノ

口

村
に
は
皆
無
だ
が
、

物
産
で

は
、

溝
ノ

口

村
で

傘
年
産
一

万
五
〇
〇
〇
本
と
あ
っ

て
、

二

子
村
は
皆
無
で
あ
る
。

濁

酒
・

足
駄
の

場
合
も
同
様
で

あ
る
。

二

子
村
に

居
住
す
る
職
人
が
、

溝
ノ

口

村
の

作
業
場
で

傘
を
作
っ

て
い

る
の

か
、

あ
る
い

は
二

子
村
で

製
造
し
た
傘

が
溝
ノ

口

村
の

問
屋
で

売
ら
れ
て
い

る
た
め
か
、

種
々

の

理
由
が
考
え
ら
れ

る
が
、

い

ず
れ
に
せ
よ
、

両
村
は
連
接
し
て
一

つ

の

町
場
を
成
し
て
い

る
の

表1－5　明治5（6）年現在
工・商・雑業の内容

注　1　明治5－6年「数目調書」よ
り作成（二子村明治5年、溝ノ
口村明治6年5月）。
2　溝ノ口村には他に医1私塾1
馬医1がいる。
3　溝ノ口村（　）内の数字は，
うち農間稼ぎの数を示す。
4　表1－4（明治5，6年現在）
の業種別戸数と、本表の数とは
かなり異る。5年から9年へか
けての営業者が増大したのでは
なく、表1－4の場合の調査不
備（日雇・駄賃稼ぎを把握して
いないことにも示されている）
によると考えられる。表1－5
は、地方税（営業雑種税）徴収
の基礎資料で，戸数はほぼ正確
と思われる。

表1－6　明治5（6）年特産物（橘樹郡
二子村・溝ノ口村）

注　表1－5と同じ
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で
、

両
村
あ
わ
せ
て

と
ら
え
る
べ

き
で

あ
ろ
う
。

ま
た
、

溝
ノ

口

村
で

は
、

箒
製
造
、

溝
ノ

口
・

二

子
両
村
で
、

ろ
う
そ
く
製
造
が
な
さ
れ
て
い

る
（
表

一

－

六
）。

竹
皮
草
履
を
例
に

と
る
と
、

こ

れ
を
九
戸

の

草
履
作
り
職
が
、

一

戸
平
均
年
間
生
産
額
七
七
七

七
足
を
製
造
し
て
い

る
。

年
間
三

〇
〇
日

働
く
と
し

て
、

一

戸
一

日
約
二

六
足
の

生
産
に

す
ぎ
な
い
。

き

わ
め
て

零
細
な
、

精
々

家
族
の

婦
女
子
を
補
助
者
と

す
る
程
度
の

作
業
で
、

お
そ
ら
く
冬
季
間
だ
け
か
、

夜
な
べ

仕
事
に

限
ら
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。

原
料

は
、

下
野
川
村
か
ら

筍

二

六
駄
の

産
出
が
記
録
さ

れ
て

お
り
、

同
村
辺
り
か
ら
の

供
給
で

充
分
賄
わ
れ

た
で

あ
ろ
う
。

つ

い

で
、

こ

の

両
村
に

集
中
し
て
い

る
旅
籠
屋
・

料
理
屋
・

居
酒
屋
・

煮
売
渡
世
・

鰻
渡
世
・

蕎
麦
渡

世
な
ど
の

営
業
規
模
を
み
よ
う
（
表
一

－

七

）。

旅
籠
兼
料
亭
を
営
む
三

戸
は
、

年
間
売
上
高
が
一

四
三

円
余
か
ら
三

六
二

円
に

達
す
る
。

溝
ノ

口

村
の
一

八
七
六
年
一

－
六
月
中
、

米
一

石
平
均
価

表1－7　1876（明治9）年7月現在1か月平均売上高

（旅籠・煮売・居酒・蕎麦）

注　1　「明治9年7月ヨリ煮売々揚高書上　区務所」（田村家文書）より作成。
2　（二）は二子村，（溝）は溝ノ口村。

3　1か月平均売上高は1876年1－6月までの半年平均高。
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格
六
円
九
六
銭
八
厘
（「
米
麦
価
書
上

」
前
掲
田
村
家
文
書

）
で

米
に

換
算
す
る
と
、

二

〇
石
五
二

二

余
か
ら
五
一

石
九
五
一

余
の

現
米
収
入
に

相
当
す

る
。

こ

の

地
域
の

平
均
的
水
田
小
作
料
額
、

中
田
一

反
当
た
り
八
斗
で

換
算
す
る
と
、

右
の

収
入
は
、

ほ
ぼ

水
田
二

町
六
反
－
六
町
五
反
か
ら
の

収

入
に

匹
敵
す
る
（
も
ち
ろ
ん

売
上
高
は
純
所
得
で

は
な
い

が
、

小
作
料
収
入
も
、

地
租
・

地
方
税
・

村
入
費
を
控
除
し
な
く
て

は
純
所
得
に

は
な
ら
な
い
。

こ

こ

で

は
、

粗
収
入
を
対
比
す
る
こ

と
に

よ
っ

て
、

営
業
規
模
の

お
お
よ
そ
の

見
当
づ

け
を
行
っ

た

）。

こ

れ
ら
三

戸
は
、

村
で

の

富
裕
層
に

属
す
る
と
い

え
る
。

ほ
か
の

旅
籠
は
い

ず
れ
も
小
さ
く
、

木
賃
宿
で

あ
ろ
う
。

煮
売
渡
世
の

売
上
高
と
大
差

な
い

収
入
で

あ
る
。

煮
売
渡
世
は
、

平
均
し
て
一

戸
一

か
月
二

円
一

一

銭
余
の

売
上
げ
で

あ
る
。

こ

れ
は
年
間
約
三

石
六
三

七
の

米
を
得
た
こ

と
と

等
し
く
、

近
村
で
の

米
反
収
で

換
算
す
る
と
、

こ

の

額
は
、

水
田
約
三

反
三

畝
を
自
作
し
て

得
る
収
穫
米
に

等
し
い
（
一

八
七
九
年
橘
樹
郡
末
長
村
「
稲

作
概
算
」
高
津
区
　
中
山
家
文
書
）。

煮
売
渡
世
専
業
で

家
族
を
養
う
こ

と
は
、

か
な
り
困
難
で
、

と
く
に

借
地
人
二

名
は
こ

れ
の

み
で

は
生
活
不
可
能

で

あ
ろ
う
。

蕎
麦
渡
世
の

場
合
は
、

困
難
の

程
度
は
さ
ら
に

著
し
い
。

一

方
で

わ
ず
か
で

も
農
業
を
営
ん
で

い

な
け
れ
ば
、

米
価
な
ど
諸
色
の

高
騰

に

よ
っ

て

直
ち
に

飢
餓
に

直
面
す
る
こ

と
に

な
り
か
ね
な
い
。

注（

1

）
　
な
お
こ

の

戸
数
中
に

社
寺
は
含
ま
な
い
。

し
た
が
っ

て
、

表
一

－

四
の

戸
数
と
少
異
が
あ
る
。

（2）
　
表
一

－

七
に

掲
げ
た
一

か
月
平
均
売
上
高
は
一

八
七
六
（
明
治
九
）
年
の
一

－
六
月
の

毎
月
売
上
高
を
平
均
し
た
も
の

な
の

で
、

米
価
も
同
じ
期
間
の

平
均

を
と
っ

た
。

（3）
　
橘
樹
郡
末
長
村
、

都
筑
郡
下
谷
本
村
の

ば
あ
い

（「
明
治
八
年
十
月
、

反
当
地
位
書
上
」）
を
と
り
あ
げ
た
（
末
長
村
は
川
崎
市
高
津
区

中
山
清
家
文
書
、

下
谷
本
村
は
横
浜
市
緑
区
　
吉
浜
俊
彦
家
文
書
）。
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二

　
農

村

溝
ノ

口

周

辺

の

農

村

町
場
を
な
す
二

子
・

溝
ノ

口

村
と
対
照
的
に
、

そ
の

周
辺
の

村
々

は
、

農
家
が
支
配
的
で
、

大
工
・

鍛
冶
・

木
挽
・

杣
・

石
屋
・

桶
屋
・

草
屋
根
葺
・

左
官
・

紺
屋
・

畳
刺
・

綿
打
・

建
具
職
な
ど
が
、

お
お
む
ね
村
に
一

戸
、

ま
た
は
数
か
村
に
一

戸
所
在
し
、

ま
た
、

質
屋
・

穀
物
渡
世
・

居
酒
屋
・

濁
酒
造
り
・

絞
油
渡
世
・

菓
子
屋
・

髪
結
な
ど
も
適
当
に

散
在
し
て
い

る
。

た
だ
、

下
駄
職
が
久
本
・

坂
戸
村

に
そ
れ
ぞ
れ
二

戸
、

傘
職
が
清
沢
村
に
三

戸
あ
っ

て

局
地
的
な
特
産
物
製
造
が
あ
る
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

要
す
る
に
、

近
世
以
来
、

さ
し
た
る

変
化
も
な
い

安
定
し
た
関
東
農
村
の

姿
が
こ

こ

に

み

ら

れ

る
。

各
村
で

は
、

蕎
麦
・

粟
・

稗
・

黍
等
、

雑
穀
や

麦
・

大
豆
・

菜
種
が
土
地
に

応
じ

た
割
合
で

栽
培
さ
れ
て
い

る
。

な
か
で
、

多
摩
川
に

沿
う
水
利
の

便
が
悪
い

砂
礫
土
地
帯
で

は
木
綿
が
栽
培
さ
れ
、

久
地
村
で
一

〇
〇
貫
、

上
小
田

中
村
で
一

〇
〇
貫
、

下
小
田
中
村
で

八
〇
貫
、

新
城
村
で
三

二

貫
の

産
出
が
み
ら
れ
る
。

山
間
部
に

入
る
と
、

炭
薪
や
藁
製
品
（
草
鞋
・

縄
）
の

生
産

が
あ
る
。

炭
・

薪
は
、

馬
絹
村
で

炭
一

二

〇
駄
、

薪
三
五

〇
駄
、

上
野
川
村
で

炭
五
〇
駄
、

薪
三

〇
〇
〇
束
、

下
野
川
村
で
、

炭
七
〇
駄
、

薪
二

二

二

〇
束
が
生
産
さ
れ
て
い

る
。

上
・

下
野
川
村
で

は
、

さ
ら
に

草
鞋
・

縄
お
よ
び
こ

の

地
の

竹
を
原
料
と
し
た
筆（
一

〇
四
〇
貫
）、

傘（
三

〇
〇
本
）、

筍
（
二

六
駄

）
の

産
出
が
あ
る
。

下
野
川
村
で

は
、

毎
年
十
二

月
八
日
か
ら
十
二

日
ま
で

影
向
寺
境
内
で

市
が
立
つ

（
現
在
は
十
一

月
三

－
四
日

）が
、

傘

・

筆
な
ど
は
、

こ

の

と
き
取
引
さ
れ
る
の

で

あ
ろ
う
。

以
上
の

特
産
物
は
、

い

ず
れ
も
量
は
多
く
な
く
、

局
地
的
な
需
要
を
み
た
す
程
度
の

も
の

で

あ
る
。

注
意
す
べ

き
は
、

こ

の
一

帯
に

は
、

ま
だ
ほ
と
ん
ど
養
蚕
が
入
っ

て

い

な
い
。

わ
ず
か
に

子
母
口

村
で

二

石
四
斗
の

繭
産
出
を
み
る
の

み
で

あ
る
。

し
た
が
っ

て
、

製
糸
も
、

二

子
村
で
三

貫
の

製
造
が
あ
る
に

す
ぎ
な
い
。

二

子
村
で

は
、

多
摩
川
堤
内
地
な
ど
へ

の

桑
の

栽
植
が
進
ん
で
い

る
よ
う
だ
が
（
桑
十
二

束
）、

こ

の

村
だ
け
の

現
象
で

し
か
な
い
。

茶
に
つ

い

て

も
同
様
で
、

前
述
の

よ
う
に
、

二

子
村
と
溝
ノ

口

村
で

計
二
一

五
貫
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の

生
産
が
あ
る
ほ
か
、

馬
絹
村
で
五

貫
の

生
産
が
あ
る
に
止
ま
る
。

茶
樹

は
、

ど
の

村
に

も
あ
る
が
、

自
家
用
に

供
す
る
だ
け
で

あ
る
。

溝
ノ

口

村

な
ど
で

の

製
茶
は
、

こ

れ
ら
周
村
か
ら
少
量
ず
つ

集
め
て

き
た
生
葉
を
原

料
と
し
て

い

る
の

で

あ
ろ
う
。

前
節
で
の
べ

た
よ
う
に
、

い

ま
だ
開
港
に

よ
る
経
済
的
影
響
を
被
っ

て

い

な
い

姿
が
こ

こ

に
み
ら
れ
る
。

第
五
区
三

番
組

諸

村
の

農
業

以
上
の

農
村
地
帯
の

な
か
か
ら
、

第
五
区
三

番
組
に

属
す
る
上
小
田
中
・

下
小
田
中
・

新
城
・

坂
戸
の

四

か
村
を
と
り
あ
げ
、

農
産
物
商
品
化
の

程
度
を
明
ら
か
に

す
る
（
表
一

－

八
）。こ

の

四
か
村
は
、

矢
倉
沢
往
還
と
そ
の

南
部
を
雁
行
す
る
中
原
往
還
と

に

挟
ま
れ
る
位
置
に

あ
り
、

こ

の

両
道
と
直
角
に
、

中
野
島
・

宿
河
原
村
地

先
で

多
摩
川
か
ら
引
水
す
る

稲
毛
・

川
崎
二

ケ
領
用
水
が
貫
流
し
て
い

る
。

こ

の
一

帯
は
、

高
場
で

水
田
用
水
が
不
足
勝
ち
の

た
め
、

前
述
の

よ
う
に

木
綿
が
作
付
さ
れ
て
い

る
が
、

綿
は
す
べ

て

自
家
用
で

あ
る
。

繰
綿
に
さ

れ
農
閑
期
の

婦
女
子
の

夜
な
べ

仕
事
で
、

布
に

織
ら
れ
、

自
家
用
の

衣
服
に

供
さ
れ
る
の

で

あ
ろ
う
。

商
品
化
さ
れ
る
農
産
物
の

主
な
も
の

は
米
で
、

収
穫
高
の

五
・

八
㌫
（
明
治
六
年
）
な
い

し
は
七
・

三

㌫
（
同
五
年
）
ほ
ど
が

現在も開かれている影向寺の市（1980年）
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販
売
さ
れ
る
が
、

そ
の

金
額
は
、

菜
種
・

大
角

豆
・

そ
ら
豆
の

販
売
高
合
計
を
は
る
か
に

凌
い

で
い

る
。

ま
た
、

米
の

自
用
費
消
の

な

か

に

は
、

村
内
で

製
造
販
売
す
る
酒
の

原
料
米
も
含

ま
れ
て

お
り
、

さ
ら
に

副
産
物
の

藁
を

用
い

て
、

馬
沓
・

塩
俵
・

菰
が
作
ら
れ

販

売
さ

れ

る
。

藁
製
品
の

加
工
は
、

農
家
の

副
業
と
し
て

農
閑
期
に

さ
れ
る
の

で

あ
ろ
う
。

な
か
で

塩
俵

は
、

同
じ
橘
樹
郡
の

海
岸
部
大
師
河
原
の

塩
田

で

産
出
す
る
塩
の

容
器
に

供
給
し
、

馬
沓
は
、

街
道
の

馬
方
の

需
要
に
こ

た
え
る
も
の

で

あ
ろ

う
。

い

ず
れ
も
遠
隔
地
へ

の

販
売
を
目
的
と
し

て
い

な
い
。

こ

の

地
農
民
に

と
っ

て
、

水
田
－

稲
作
は
、

最
大
の

現
金
収
入
源
と
し
て

重
要
な

意
味
を
も
っ

て
い

る
。

農
産
物
で
こ

れ
に
つ

ぐ

現
金
収
入
源
は
菜
種
（
お
よ
び
菜
種
油

）
で

あ
ろ
う
。

大
角
豆
は
、

商
品
化
の

量
も
少
な
く
、

毎
年
販
売
さ
れ
る
と
は

限
ら
な
い
。

ま
た
、

浅
草
紙
の

製
造
が
み
ら
れ
る
。

さ
き
の
一

八
七
三（
明
治
六

）
年
各
村
「
数
目
調
書
」
に

は
紙
漉
き
職
、

紙
屑
渡
世
の

記
載
は
な
い
。

こ

れ

表1－8　明治5，6年自用費消・移出別農産物

（橘樹郡上小田中・下小田中・新城・坂戸村）

注　1　1874（明治7）年1月第5区3番組「物産調書」より作成。
2　自消とは自用費消。
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が
粗
漏
に

よ
る
の

で

な
け
れ
ば
、

こ

の

製
造
も
農
家
の

余
業
と
い

う
こ

と
に
な
る
。

足
駄
に
つ

い

て

は
、

坂
戸
村
に
二

戸
の

下
駄
職
の

記
載
が
あ
る
。

一

戸
当
た
り
一

年
約
二

五

〇
〇
足
、

年
間
三

〇
〇
日

働
く
と
す
れ
ば
、

一

日

八
足
の

生
産
で
、

溝
ノ

口
・

二

子
村
の

足
駄
生
産
規
模
の

半
ば
に

も
達

し
な
い
。

こ

れ
も
農
間
余
業
で

あ
ろ
う
。

橘
樹
郡
末
長

村

の

農

民

前
述
四
か
村
と
隣
接
す
る
末
長
村
は
、

ほ
ぼ

同
じ
自
然
条
件
の

農
村

で

あ
る
。

明
治
三

年
（
一

八
七
〇
）
二

月
、

同
村
は
、

溝
ノ

口
・

久

本
・

新
作
・

清
沢
・

岩
川
・

子
母
口
、

坂
戸
の

各
村
と
と
も
に
、

当
時
県
が
計
画
し
た

横
浜
水
道
布
設
に

反
対
し
て

嘆
願
書
を
提
出
し
て
い

る
。

横
浜
市
街
地
の

飲
料
水
供
給
の

た
め
の

水
道
建
設
は
、

明
治
三

年
初
め
こ

ろ

県
に

よ
っ

て

計
画
さ
れ
実
行
に

移
さ
れ
た
。

そ
の

計
画
は
、

多
摩
郡
中
野
嶋
村
お
よ
び
橘
樹

郡
宿
河
原
村
地
先
で

多
摩
川
か
ら
引
水
す
る
稲
毛
・

川
崎
二

ケ
領
用
水
を
久
地
村
地
内

字
い

や
の

め
で

分
水
し
、

こ

こ

か
ら
新
た
に

建
設
す
る
上
水
路
で
、

横
浜
表
へ

引
水
し
よ

う
と
す
る
も
の

で

あ
っ

た
。

嘆
願
書
は
こ

の

計
画
に
反
対
し
た
も
の

で

あ
る
。

県
は
、

こ

の

計
画
に

も
と
づ

き
工

部
省
土
木
司
に

よ
る
測
量
を
行
っ

た
よ
う
で

あ

る

が
、

「
地

理
準
せ
さ
る
所
あ
り
、

経
費
巨
大
な
る
を
以
て

」（『
神
奈
川
県
史
料
』
第
二

巻
一

七
五
ペ

ー
ジ

）、

計
画
を
中
止
し
た
。

こ

の

嘆
願
書
に

示
さ
れ
た

地
元
村
々

の

反
対
も
こ

れ
に

あ
ず
か
っ

て

力
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

以
後
、

県
は
改
め
て
、

添
田
七
郎
右
衛
門

（
市
場
村
名
主
、

後
に

知
通
）
の

議
を
入
れ
、

二

ケ
領
用
水
の

井
筋
を
拡
大
整
備
し
て
、

現在の二ケ領用水（久地付近）
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流
末
鹿
島
田
村
ま
で
、

そ
の

ま
ま
利
用
し
、

そ
こ

か
ら
横
浜
上
水
を
分
水
す
る

計
画
に

改
め
、

一

八
七
三

年
十
二

月
に

い

た
っ

て
、

旧
関
内
は
ほ
ぼ

竣
成
を
み

た
。

さ
て
、

そ
の

嘆
願
書
は
、

右
諸
村
一

帯
の

水
利
条
件
等
を
次
の

よ
う
に

の

べ

て
い

る
。

…
…
当
村
之
儀
は
、

一

体
地
所
高
場
ニ

而
、

平
常
水
乏
敷
、

在
来
之
用
水
ニ

而
ハ

水
引

足
リ
不
申
、

雨
水
相
待
田
方
養
い

た
し
来
リ
候
土
地
柄
、

殊
ニ

近
年
違
作
打
続
物
価
高

直
ニ

而
、

村
々

疲
弊
致
、

銘
々

夫
食
引
足
リ
兼
、

麦
作
取
入
迄
之
凌
難
相
成
、

一

同
心

痛
罷
在
候
…
…
（「
明
治
三

年
二

月
　
上
水
引
方
ニ

付
嘆
願
書
」
川
崎
市
高
津
区

中
山

清
家
文
書
）

こ

の

村
も
、

水
田
－
稲
作
主
体
の

村
で
（
表
一

－

九
）、
商
品
化
さ
れ
る
の

は
、

米
を
主
と
し（
商
品
化
率
五
・

四
㌫
）、
ほ
か
に
そ
の

副
産
物
の

縄
・

馬
沓
、

畑
作

物
で

は
若
干
の

小
麦
・

大
豆
、

特
産
物
で

は
柿
が
一

〇
〇
駄
販
売
さ

れ

て

い

る
（
こ

の

年
は
豊
作
で

あ
っ

た
よ
う
で
、

一

八
七
四
年
の

産
額
は
三

〇
駄
（
四
二

円
）
に

す
ぎ
な
い

）。

前
記
四
か
村
に

比
べ

る
と
、

足
駄
・

塩
俵
・

浅
草
紙
・

酒
な
ど
の

特
産
を
欠
く
と
い

う
点
で
、

さ
ら
に

平
凡
な
農
村
で

あ
る
。

そ

し
て
、

主
産
物

の

米
の

約
四
二
・

五

㌫
を
現
物
で

貢
納
し
て

い

た
幕
末
・

維
新
期
で

は
、

冬
か
ら
春
に

か
け
て

の

間
の

夫
食
に

事
欠
き
、

米
な
ど
の

諸
物
価
騰
貴
の

た
め
、

不
足
分
の

購
入
も
充
分
に

で

き
ず
、

農
民
は
麦
の

収
穫
ま
で

持
ち
こ

た
え
る
の

に

苦
し
む
有
様
で

あ
っ

た
。

こ

の

時
期
の

末
長
村
農
民
の

石

高
構
成
は
表
一

－

一

〇
の

ご
と
く
で

あ
る
。

こ

こ

で

も
、

営
業
税
賦
課
の

対
象
と
な
ら
な
い

日

雇
稼
な
ど
は
表
か
ら
も
れ
て
い

る
。

し
か
し
、

明
治

表1－9　明治5年（1872）橘樹郡末長村物産

注　1　「物産表」（高津区　中山家文書）より作成。
2　＊米合計中には貢納分179石5をも含む。

3　柿1駄は14貫目、価額は1874（明治7）年の価格を用い推
算した（縄・馬沓も同様）。
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四
年
十
一

月
末
長
村
「
諸
職
人
手
間
書
上
帳
」
は
、

当
時
の

物
価
騰
貴
に

応
じ
て

賃
金
の

「
当
分
増

」
の

協
定
を
行
っ

た
も
の

だ
が
、

大
工
・

桶
工
・

草
屋
根
葺
・

木
挽
・

根
伐
職
の

ほ
か
、

農
日

雇
や
「
小
荷
駄
馬
等
稼
方
」
が
存
在
し
て
い

た
こ

と
が
示
さ
れ
て

い

る
。

七
二

戸
の

農
家
の

う
ち
農
業

だ
け
で

経
営
を
維
持
し
て

い

る
層
は
、

最
上
層
の

み
で

あ
る
。

持
高
三

〇
石
台
の
二

戸
は
明
治
二

年
現
在
い

ず
れ
も
名
主
役
で
、

下
男
一

人
、

下
女

一

人
お
よ
び
下
男
二

人
を
雇
用
し
て
い

る
。

二

二

石
の
一

戸
と
と
も
に
い

ず
れ
も
馬
を
所
有
す
る
。

持
高
一

〇
石
以
上
層
一

七
戸
は
、

内
に

名
主
役

一

人
、

年
寄
役
四
人
、

百
姓
代
兼
年
寄
一

人
、

百
姓
代
一

人
を
含
む
上
層
農
で

あ
る
。

う
ち
六
戸（
三

五
㌫

）が
兼
業
を
持
つ

が
、

醤
油
絞
職
と
い

う

農
産
加
工

業
の

ほ
か
、

杣
・

草
屋
根
葺
・

木
挽
（
二

戸

）、
大
工

兼
木
挽
で

あ
る
。

こ

れ
ら
は
、

た
と
え
ば
、

芹
田
惣
治
郎
家
で

は
、

長
男
清
五

郎
が

農
業
、

惣
次
郎
が
木
挽
に

従
事
し
、

ま
た
芹
田
彦
七
家
で

は
、

彦
七
が
大
工
、

長
男
甚
五

郎
が
農
業
、

次
男
平
蔵
が
木
挽
と
い

う
よ
う
に
、

す
べ

て

家
族
内
で

分
担
さ
れ
て

い

る
の

を
特
色
と
す
る
。

な
お
、

こ

の

村
（
お
よ
び
近
傍

）
で

の

木
挽
に

は
、

「
海
方

」
と
「
山
方
」
の

二

種
が
あ
る
。

前
者

は
、

山
か
ら
積
み
出
さ
れ
た
木
材
を
河
岸
で

挽
板
に

す
る

仕
事
で
、

後
者
は
、

山
元
で

木
材
を
挽
割
り
す
る
仕
事
で

あ
る
。

次
の

持
高
五
－
一

〇
石
層
で

は
、

兼
業
農
家
が
六
〇
㌫
に

達
す
る
。

兼
業
の

内
容
は
、

穀
物
・

鶏
売
買
（
二

戸

）・
玉
子
売
買
・

小
間
物
渡
世
・

下

駄
職
・

ご
ま
め
売
買
・

木
挽
・

杣
と
雑
多
だ
が
、

経
営
の

な
か
で

の

兼
業
の

占
め
る
比
重
は
高
い
。

関
口

福
松
家
（
持
高
九
石
余

）
で
は
、

福
松
自
身

が
穀
物
売
買
を
、

養
子
鎌
吉
が
鶏
売
買
を
営
み
、

ま
た
渋
谷
庄
三

郎
家
（
持
高
六
石
余
）
の

ご

と
く
戸
主
自
身
が
鶏
売
買
を
営
む
な
ど
の

例
が
多
い
。

持
高
五

石
以
下
層
に

な
る
と
、

か
え
っ

て

兼
業
農
家
の

比
重
は
減
ず
る
。

日

雇
稼
・

駄
賃
稼
が
調
査
も
れ
に

な
っ

て
い

る
こ

と
が
そ
の
一

因
で

あ

ろ
う
。

し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、

家
族
の
一

部
、

主
に

子
供
を
他
家
へ

奉
公
に

出
し
て
い

る
家
の

多
い

こ

と
が
、

こ

の

層
の

特
色
で

あ
る
。

渋
谷
そ
め
家
（
持
高
二

石
四
斗
）
は
、

長
男
卯
三

郎
が
菓
子
渡
世
を
営
み
、

ほ
か
に
二

十
一

歳
の

娘
を
二

子
村
子
之
吉
方
へ

、

十
六
歳
の

伜
を
中
村
弥

平
方
へ

奉
公
に

出
し
て
い

る
。

ま
た
、

芹
田
市
太
郎
家
（
持
高
二

石
六
斗
）
は
、

市
太
郎
自
身
が
、

あ
め
渡
世
を
す
る
と
と
も
に
、

二

十
三

歳
の

娘
を

東
京
芝
神
明
前
喜
兵
衛
方
へ

、

二

十
歳
の

娘
を
馬
橋
村
平
助
方
に

奉
公
に

出
し
て
い

る
。

こ

の

層
で

は
、

兼
業
を
し
て

も
一

家
の

生
計
は
支
え
ら
れ
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ず
、

子
供
を
他
へ

奉
公
に

出
し
て

口
べ

ら
し
を
図
っ

て
い

る

の

で

あ

る
。

な
お
、

持
高
八
石
三

斗
、

組
頭
役
で
、

農
馬
一

疋
を
持
つ

梅
原
良
助
家

も
、

十
八
歳
の

娘
を
奉
公
に

出
し
て

い

る
が
（
良
助
自
身
玉
子
売
買
を
な
す

）、
そ
れ
は
「
東
京
松
平
左
京
大
夫
内
丹
羽
亦
右
衛
門
方
へ

奉
公
」
と
い

う

表1－10　橘樹郡末長村農民の石高構成（明治5年3月）

注　1　「明治5年3月橘樹郡末長村戸籍」，兼業は「明治6年11月農間渡世書上
帳」，桑植付数は「明治4年2月桑植附覚帳」より作成（いずれも高津区
中山家文書）。
2　＊うち3戸は潰家。

3　寺社，他村入作者を含まない。
4　日雇稼などは不明。

表1－11　明治5年（1872）－6年橘樹郡北綱島村の農産物商品化

注　1　明治5，6年「物産表」（横浜市港北区　飯田助丸家文書）より作成。

2　＊米は産額のうち，明治5，6年とも115石4斗余を貢納している。
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武
家
奉
公
で
、

下
層
農
子
女
の

奉
公
と
は
趣
き
を
異
に

す
る
。

以
上
維
新
期
の

橘
樹
郡
諸
村
で
は
、

養
蚕
は
全
く
と
い
っ

て

よ
い

ほ
ど
普
及
し
て

い

な
か
っ

た
。

こ

れ
は
表
一

－
一

一

で

の

考
察
を
裏
付
け
て
い

る
。

し
か
し
、

末
長
村
で

は
、

明
治
四
年
二

月
、

県
に

よ
っ

て
、

全
農
家
に

持
高
に

応
じ
た
桑
の

植
付
が
半
ば
強
制
的
に

奨
励
さ
れ
（
表
一

－

一

〇
）、

養
蚕
の

普
及
が
図
ら
れ
た
。

し
か
し
、

末
長
村
の

場
合
、

一

八
七
九
－
八
〇
年
の

『
農
産
表
』
に

も
、

繭
の

産
出
は
計
上
が
み
ら
れ
ず
、

県
の

勧
農

策
は
徒
労
に

帰
し
た
と
み
ら
れ
る
。

北
綱
島
村
の

ほ

お

ず

き

さ
き
に

み
た
よ
う
に
、

『
神
奈
川
県
地
誌
略
』
は
、

橘
樹
郡
の

特
産
品
と
し
て
、

鬼
燈
を
あ
げ
て
い

る
。

そ
の

主
産
地
は
、

北
綱

島
村
と
そ
の

周
辺
で

あ
る
。

北
綱
島
村
は
、

作
付
構
成
で

は
、

こ

れ
ま
で
み
て

き
た
同
郡
諸
村
と
さ
し
て

変
わ
ら
な
い

が
、

各
種

農
産
物
が
少
量
ず
つ

販
売
さ
れ
て
い

る
。

な
か
で

際
立
っ

て

い

る
の

が
鬼
燈
の

栽
培
で
、

愛
玩
品
と
し
て
、

主
に

町
場
で
の

特
殊
で

限
ら
れ
た
需
要

し
か
な
い

の

に

も
か
か
わ
ら
ず
、

特
産
地
と
し
て
一

町
五
反
と
い

う
ま
と
ま
っ

た
作
付
面
積
を
も
ち
、

仲
買
人
に
よ
っ

て

横
浜
・

東
京
へ

販
売
さ
れ

て

い

た
。

菊
名
を
経
て

神
奈
川
駅
に
い

た
る
里
道
に

沿
っ

た
こ

の

村
で

は
、

商
業
的
農
業
の

発
展
が
み
ら
れ
る
（
表
一

－

一

一

）。

幕
末
維
新
期
の

都
筑
郡
諸
村

慶
応
二

年
（
一

八
六
六
）
に

は
じ
ま
る
物
価
騰
貴
は
、

東
海
道
宿
駅
の

打
ち
こ

わ
し
や
武
州
騒
動
の

後
も
引
き
続
き
農
村
へ

動
揺

を
及
ぼ
し
た
。

慶
応
三

年
三

月
か
ら
五

月
に

か
け
て
、

都
筑
郡
諸
村
に

廻
達
さ
れ
た
関
東
御
取
締
出
役
の

申
諭
（『
資
料
編
』10

近
世
（7）
五
三
五

）
に

は
、

「
近
来
物
価
騰
貴
、

別
し
て

米
穀
は
日
を
追
い

高
価
に

至
り
…
…
矢
張
穀
相
場
相
進
み
、

窮
民
共
当
夏
麦
作
収
入
迄
取
締
方
出

来
兼
候
哉
に

申
唱
、

人
気
不
穏
、

既
野
州
筋
に
て
は
窮
民
騒
立
、

身
元
宜
者
の

金
子
掠
奪
致
、

又
は
人
家
打
毀
、

其
他
右
の

萌
し
は
所
々

に

相
聞
候
…
」

と
あ
る
が
、

こ

の

「
萌
し
」
は
、

右
の

廻
達
が
あ
っ

た
膝
元
の

都
筑
郡
下
白
根
村
で

同
年
二

月
に
み
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、

二

月
二

十
一

日
、

鎮
守

不
動
社
に

小
前
・

組
頭
・

百
姓
代
が
残
ら
ず
集
ま
り
、

名
主
五
郎
左
衛
門
に

対
し
、

（一）

「
追
々

穀
物
高
値
に
て

暮
し
方
相
立
申
さ
ず
候
に

付
」
村
内

で

米
所
持
の

者
は
、

去
年
暮
の

年
貢
米
貢
納
相
場
で
、

米
を
残
ら
ず
小
前
に

売
り
渡
す
こ

と
、

（二）

ま
た
、

村
内
米
所
持
の

者
は
他
へ

米
を
売
却
し
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